
■調査の目的

　　

■調査の概要

　　　　　　　

■埼玉県の学力調査結果の概要（教科区分ごとの平均正答率）　　　　　　

　　　　　（単位　％）

年度 国語Ａ 国語Ｂ 算数・数学Ａ 算数・数学Ｂ

県 ６２．６ ４９．７ ７６．２ ５７．７  

小 学 校 国 ６２．７ ４９．４ ７７．２ ５８．４  

調　　査 県 ８０．６ ～ ８１．９ ５４．５ ～ ５６．３ ７１．３ ～ ７２．９ ５７．８ ～ ５９．６

国 ８１．４ ～ ８１．７ ５５．４ ～ ５５．８ ７３．１ ～ ７３．５ ５８．７ ～ ５９．１

県 ７６．５ ６８．８ ６２．８ ４０．６  

中 学 校 国 ７６．４ ６７．４ ６３．７ ４１．５  

調　　査 県 ７４．１ ～ ７５．３ ６２．５ ～ ６３．８ ５９．３ ～ ６１．１ ４７．１ ～ ４９．１

国 ７５．０ ～ ７５．２ ６３．２ ～ ６３．４ ６２．０ ～ ６２．３ ４９．２ ～ ４９．５

■留意点及び用語説明

　　　                                                 　＊Ａ問題：主として「知識」に関する問題　　　　＊Ｂ問題：主として「活用」に関する問題

Ｈ25

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ24

平成２５年度 全国学力・学習状況調査 

埼玉県全体の調査結果概要（目的・概要等） 

  実施時期  平成２５年４月２４日（水） 

  

  調査対象  １ 原則として全児童生徒を対象とする。 

       【小学校調査】小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年 

             【中学校調査】中学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年 

      ２ 特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査教科について 

         以下に該当する児童生徒は調査の対象としないことを原則とする。 

          (1) 下学年の内容などに代替して指導を受けている。 

        (2) 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容の指導を受けている。 
   

  調査事項  １ 児童生徒に対する調査 

         (1) 教科に関する調査 

          ア  国語Ａ、算数・数学Ａ…主として「知識」に関する問題 

         イ  国語Ｂ、算数・数学Ｂ…主として「活用」に関する問題 

         (2) 質問紙調査 

           学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査 

      ２ 学校に対する質問紙調査 

        学校における指導方法に関する取組等に関する質問紙による調査 

  

  調査方式 悉皆調査 

  義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の

成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

また、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

※Ｈ２４の数値は、平均正答率の９５％信頼区間を表示している。 

＜留意点＞ 

 平成２４年度の本調査は抽出調査であったため、上の表中に示した調査結果概要については、平均正答率の９５％信頼区間

で表示されている。また、次ページ以降の教科に関する調査、質問紙調査等は、推計値で表示されている。 
 

＜用語説明＞ 

 １ 各教科ごとの平均正答率・・・それぞれの平均正答数（児童生徒の正答数の平均）を設問数で割った値の百分率 

 ２ 領域、問題形式ごとの平均正答率・・・それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率 

 ３ 平均正答率の９５％信頼区間・・・９５％の確率で、全員を対象とした調査（悉皆調査）の場合の平均正答率が含まれる 

     範囲のこと 


